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アクチニド分布に偏りの生じている使用済み燃料に対して、融点の局所的測定手法の開発を目的として、

（1）高速度カメラによる 2 色温度測定法（面分析が可能）、（2）単色放射温度計-高速分光器による測定技術

の開発および測定精度評価を行った。 
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1. 緒言：高速炉 MOX 燃料は高線出力運転によるペレット径方向の大きな温度勾配によって元素分布に偏り

が生じる。本プロジェクトでは、特にアクチニド元素濃度に偏りのある燃料ペレットの局所的な融点評価を

目的とし、非接触、高速、簡便性等の利点を有する測定技術の開発を進めている。 

2. 高速度カメラによる 2 色温度測定法：2 色法とは、灰色体仮定のもとで測定対象の 2 波長の輝度比から温

度を算出する方法である。本測定では、2波長として R値（603 nm）及び G値（532 nm）を用いている。ま

た、位置分解能は約 5×5 mm2に対して約 15 ×15 µm程度である。温度校正では、標準電球（タングステンリ

ボンランプ）の 1300-2500 °C におけるフィラメントの画像を 50 °C間隔で撮影し（図 1）、輝度比と温度を対

応付ける。温度の精度検証では、レーザー加熱法により高融点金属（Mo, Ta, W）の液相から固相への相変化

時の画像分析から融点を取得し、理科年表等に記載の融点と比較する（図 2）。 

3. 単色放射温度計–高速分光器による測定法：この手法では、高温状態の試料から発せられる放射スペクト

ルを可視光領域分光器によって測定し、特定の波長域にわたってプランクの放射則と比較することで放射率

未知の試料に対して温度評価が可能になる。従って、融点の精度には放射率評価の良しあしが大きく影響す

る。溶融径（φ1-2 mm程度）に対して分光器の分析スポット径を十分に小さく（φ50 m程度）することで、

更なる融点の精度向上を試みる。 

       

図 1 タングステンリボンランプを用いた温度校正システム    図 2 2色法での高融点金属の融点測定誤差 
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